2004年度　ヨーロッパ文学Ⅰ　
「テクストの中の都市・テクストとしての都市」第13回（最終回）　2004/07/21
現実空間としての都市
・社会的機能（職人／貴族／労働者…）
・歴史的発展（中世都市／バロック的秩序／人口流入…）

・「価値」の体現（Ringstraße, Unter den Linden...）
　　　↓
　○自然的形成
　○意志的形成　　　

　→　都市の相貌（例えば、歴史学・社会学によって捉えられるような客観的な都市像）

文学空間としての都市

現実空間のように即自的に存在し、連続性によって特徴づけられるものではなく、ある主体のまなざしによって現出し、分節化されることによって描き出される空間。

そのことから、
・中心（零点）としての身体・視点との関与性によって、「内」と「外」という関係・意味・機能の対比が生じる。
・意味の重層性を持つものとして、「都市」は構成的に作品の内に組み込まれる。
□　「内」と「外」

多くの場合、「登場人物」あるいは「語り手」の身体・視点（「零点」としての中心）が関わる世界、捉える世界（「近傍」）の「内側」と「外側」の世界が、作品世界の中で対比的に提示される
＊このことは、物語論における「語り」の形式――例えば、〈人称〉（一人称・三人称）、〈遠近法〉（外的遠近法・内的遠近法）、〈叙法〉（ミメーシス的・ディエゲーシス的）（F. シュタンツェル）――にも依存する。特に、「内」が明瞭に形成され、それによって「外」も規定されることになる「内的遠近法」をとっていることが重要であるように思われる。
「内」――主体の関与する空間
「外」――主体が（もはや）関与しない空間／主体が疎外された空間
□　意味の重層性――「外」と「内」（そして「境界」）のバリエーション
・登場人物（「自己」；「零点」となる身体）と「他者」（人物、機構、事物…）の関係

・「意識」と「無意識」

・都市空間・建築物――位置関係、移動、その地域の持つ意味的・機能的特質の対比
・まなざし：遠近法的・パノラマ的視線――内面的・求心的あるいは「迷宮的」視線

・現実空間の文学空間への投影

＊例えば、『舞姫』での太田豊太郎が「日本」から「ベルリン」へ、役人としてのキャリア（公的生活）から「舞姫」との同棲（私的生活）へ、ベルリンの新市街から旧市街へ、未成熟な人間からエロティックな（あるいは新たな「母」性への）関係へ移行してゆく、という「物語」上の展開は、意味・都市空間・意識・視点などさまざまな次元において「外」→「内」という過程（そして、その過程においてある「境界」を踏み越えること）と対応している。

特に、エリスの部屋がきわめて緻密に描き出されることによって、つまり「内部」というまさに空間性が作品の中で描写されることによって、この文学空間において究極の「内部」であるエリスへと読者も入り込んでゆくことになる。（「内側へ内側へととぐろをまいて回り込むエロティックな空間」（前田p.286）、「幾重にもたたみ込まれた空間の壁の奥」（前田p.293））
記号論的な図式における意味の重層性
□　syntagmeの層として現れるparadigmeの系列
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□　シニフィアンとシニフィエの複合的包摂による意味の重層性
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＊意味の重層性は、構造上の対応関係をともなう。（その構造的な対応関係の程度や質に応じて、意味の重層性の持つ力や、作品全体の完成度が高いものとも低いものともなる、ということはある程度いえるだろう。）
「都市」というメタファー
意味の重層性に関わるメタファーのうち、「都市」（あるいは「建築物」）は、ある特別な力をもつものではないか――
■関係性・構造性の視覚化
ある文学作品の中で展開する人物や事物のあいだの関係や構造性（さらにはそのことの意味、人物や事物の機能や価値）は、それ自体として実体的な形を取るものではない。しかし、ある空間的な形象、あるいは複数の形象の配置として空間的に視覚化（視覚的表象に支えられた描写）されることによって、関係や構造性がより明確な輪郭をともなったものとして作品の中で構築される可能性を持つ。（「建築物」はまさに構造性の対現物）
■歴史（時間性）の空間的形象への凝縮
「都市」や「建築物」は、ある特定の時点・時代の表象（関係性・構造性・意味・価値・機能の視覚化）であるだけでなく、「現在」というこの一時点において歴史の流れをその空間的形象のうちに凝縮させたものということもできる。（Cf: 「記憶の凝固」前田p.286）
つまり、「都市」・「建築物」という一つの空間的形象自体が、paradigmatique(=associatif)な「記憶」の層が空間的に視覚化されたものでもある。
↓
後期のテーマ：
· 「文学空間としての都市」だけでなく、「現実空間としての都市」のうちにも、主体のまなざし、意味の重層性を読む行為
· とりわけ、層と層のあいだの「境界」――異界との間の境界・異界との重層性

· 「都市と記憶」
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